
◇展示会「PV2019」で電気電子情報工学科の学生が研究成果を発表　神奈川工科大学／ 7月 10日付け
　神奈川工科大学は、7 月 10 日～ 12 日の 3 日間、パシフィコ横浜で開催されてた、太陽光発電関連の主要な
展示会「PV2019 再生可能エネルギー世界展示会」に電気電子情報工学科板子研究室が展示を行った。
太陽光発電システムにおいて、企業と共同開発した IoT を活用したスマート PV アレイシステムの研究成果を大
学院 2年生の竹田雄亮さん，学部 4年生の傳刀聖さん，佐藤巧さんらが発表した。
　また，学部 4 年生のアルハビブ アリさんは AI による新しい太陽光発電システムの異常検出法の研究成果を発
表するなど活躍している。

◇「東日本大震災 被災地の気仙沼 商店街灯」をリニューアル　東京都市大学／ 7月 12日付け
　東京都市大学工学部建築学科 小林茂雄教授と角舘政英客員教授ら研究チームは、宮城県・気仙沼駅前商店街（商
和会）を安心・安全な街にするため、照明灯の数を従来の 3 倍に増やすとともに、各場所に合わせた 25 種類の
照明器具を設置するリニューアルを実施した。
　道だけが照らされて、建物や周囲の状況が把握しづらくなっていた環境を整備し、建物際や駐車場なども照明
のあたる範囲に加えることで、防犯性向上を目指した。また、灯具を水銀灯から LED を用いるものに変更するこ
とで、照明数を 3倍増しても、消費電力を約 6割削減する「省エネ」の実現にも成功した。
　リニューアル前後に行ったアンケート調査では、道の明るさが低下したにもかかわらず、「明るく感じる」「安
心感がある」など、全ての項目が上昇したことから、「安心・安全」な照明環境作りには、道を中心に照らすので
はなく、周辺の暗闇を照らすことが重要であることが分かった。

◇「神奈川県立座間高等学校」との教育交流に関する協定を締結　神奈川工科大学／ 7月 17日付け
　神奈川工科大学は、神奈川県立座間高等学校との教育交流に関する協定の調印式が 7 月 16 日、本学において
執り行われた。調印式では、神奈川県立座間高等学校の小山修校長と小宮一三学長が協定書への署名を行い、今
後の取り組みについての意見が交わされた。

◇芝浦工大と BCG、LINE を活用した学生支援ツール「SIT-bot」を共同開発　芝浦工業大学／ 7月 25日付け
　芝浦工業大学と経営コンサルティングファームのボストン コンサルティング グループ（以下、BCG）は共同で、
芝浦工大の学生向けに学生支援ツール「SIT-bot」を開発し、2019年度より導入した。
　SIT-bot は LINE を活用しており、大学生活に関する問い合わせが気軽にできるチャットボット機能など 6種類
の機能を搭載している。SIT-bot 開発の目的は、(1) 学生の大学生活の「利便性向上」、(2) 大学職員の「働き方改革」
の一環として、学生課などの窓口業務の負荷を軽減することにある。
　導入開始初月であり、履修登録関連で窓口が最も混雑する 4 月には、チャットボットに最大で 1 日に 800 件
以上の質問があり、また、芝浦工大・大宮キャンパスでは窓口への訪問者数が昨年と比較して約 5 割減少し、既
に効果が見え始めている。

◇「1・2年生が東商リレーションプログラム」に参加　拓殖大学／ 7月 17日付け
拓殖大学は、夏季休暇期間に実施する「東商リレーションプログラム」に 1・2 年生が参加した。こちらは都内
の優良企業で 1day 職場体験ができる、東京商工会議所と共催のプログラム。今回は本学から 45 名が、東京商
工会議所と提携する 18の他大学の学生とともに企業を訪問した。

◇芝浦工大、「実就職率ランキング４年連続全国１位！」　芝浦工業大学／ 7月 26日付け
　芝浦工業大学は、サンデー毎日にて「全国 240 大学　実就職率ランキング」が掲載された、実就職率が「卒業
者数 2000人以上の大学」で４年連続全国１位となった。
　芝浦工業大学では、学生それぞれが仕事をするための専門知識や実践力を学生時代に蓄える努力を行っている。
それに加え、各学科に就職担当教員を置いた細やかな指導、キャリアサポート課の職員による専門的な知識や情
報の提供、そして卒業生組織「校友会」の在校生就職支援委員による求人紹介や卒業生企業役員によるパネルディ
スカッションなどを開催しており、こうした、教職学卒業生のそれぞれの支援や努力の輪がうまく回っているこ
とで良い就職率を４年連続して維持できていると見ている。

◇３年次生・修士１年次生対象の「就職ガイダンス Part2」を開催　東海大学／ 7月 26日付け
　東海大学湘南キャンパスでは７月１日から３日まで、３年次生と修士１年次生を対象とした「就職ガイダンス
Part2」を開催した。来年３月に企業の採用情報が公開され、本格的な就職活動がスタートする３年次生と修士１
年次生に、就職活動の対策や社会に出るための基礎知識を学んでもらうことを目的にキャリア就職センターが実
施しているもの。期間中は約 2500名が参加した。

◇中・高校生による手作り電気自動車コンテスト「エコ 1 チャレンジカップ 2019」を開催　東京都市大学／ 8
月 5日付け
　東京都市大学は、8 月 24 日に「エコ 1 チャレンジカップ 2019 ～中・高校生による手作り電気自動車コンテ
スト～」を東急自動車学校で開催する。この大会は、中高生が自作した電気自動車に規定のバッテリーを搭載し、
走行タイムを競うもので、今年は全 20チームが参加する。
　「エコ 1 チャレンジカップ」は、1998 年から開催していた走行距離を競う「バッテリーカーコンテスト」を、
2012 年から走行タイムを競う形式に改めたもの。創意工夫に基づいたものづくりの場を通じて、エネルギーの
大切さと技術の重要性を学ぶことを目的として、毎年開催されている。
　当日は、中高生が自作した「電気自動車」に規定のバッテリーを搭載し、四輪教習コースを 10 周する走行タ
イムを競う。今年度は全 20チームがエントリーし、各自が工夫を凝らした電気自動車で参戦する。年々参加チー
ムの技術力が増しており、車両の軽量化をはじめ、流体力学対応のボディーデザインや伝動ロスの少ない駆動系
統など、参加車両の随所に技術的な創意工夫がみられる。

＊上記情報は主に各大学公式サイトから引用しています

2019 年 7 月 17 日発行 通巻 3107 号

＊本欄の記事は各社公式サイト等から抜粋

＊本文、後略


